
令和５年４月１４日

質問に対する回答書（２回目）

工 事 名：Ｒ５警営 鳴門警察署 鳴・大津 空調設備改修工事

工事箇所：鳴門市大津町

徳島県警察本部警務部会計課

このことについては、次のとおりです。

番号 質 問 事 項 回 答

１ C025 図面で概略作業要領表（参考） 平 日 休 日 作 業 の 別 に つ い て は 、 図 面

が 示 さ れ て お り ま す 。 平 日 作 業 不 C025 の概略作業要領表（参考）とおり
可 の 指 定 が ご ざ い ま す が 、 設 計 内 入札してください。

訳 書 に は 労 務 単 価 の 割 増 補 正 が 見

込 ま れ て い る と い う 理 解 で よ ろ し

い で し ょ う か 。 ま た 、 平 日 作 業 可

能 で あ る 室 に つ い て は 、 施 設 管 理

者 と 連 携 の 上 、 庁 舎 制 約 を 順 守 し

な が ら 、 全 工 種 に お い て 平 日 作 業

が 可 能 で あ る と い う 理 解 で よ ろ し

いでしょうか。

２ 積 み 上 げ 共 通 仮 設 費 で 計 上 さ れ て ８９か所を見込んでおります。

いる X 線鉄筋探査費について、壁
及 び 床 ス ラ ブ 貫 通 口 は つ り 箇 所 を

想 定 し て お り ま す が 、 対 象 個 所 数

は計何箇所になりますでしょうか。

ご教示願います。
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番号 質 問 事 項 回 答

３ C003 図面 「 XI. 改修仮設工事」の 原則として敷地外に設け、その費用に

５．工事車両用駐車場の項目で「資 ついては、本工事の共通仮設費に含み

材置場」及び「現場事務所用地等」 ます。

は 用 意 し て い な い の で 業 者 に て 設

け る こ と と あ り ま す 。 こ れ は 敷 地

外で「工事用車両置場」、「資材置

場」、「現場事務所」を準備する必

要 が あ る と の こ と で し ょ う か 。 敷

地 外 の 場 合 は 別 途 経 費 が 必 要 と な

り ま す が 、 こ の 経 費 は 設 計 金 額 に

見 込 ま れ て お り ま す で し ょ う か 。

ご教示願います。

４ 積 み 上 げ 共 通 仮 設 費 で 計 上 さ れ て 本工事で見込んでいます。

い る 仮 設 暖 房 費 に つ い て 、 燃 料 費

は 別 途 施 設 側 対 応 と い う 理 解 で よ

ろ し い で し ょ う か 。 ご 教 示 願 い ま

す。

５ 設計内訳書 P ７の転倒防止金具に 設計書（金抜き）の２４組を正としま

ついて、２４組となっております。 す。

一 方、 C005 図面 の機器 表で床置ダ 既設及び新設室外機でブロック基礎の

ク ト ５ ６ ０ 形 以 外 の 室 外 機 に 転 倒 部分を対象としています。

防 止 金 具 が 見 込 ま れ て お り 、 C008
から C011 図面で既設室外機にも転
倒 防 止 措 置 を 講 じ る 文 言 が 明 記 さ

れ て お り ま す 。 こ れ ら を 考 慮 す る

と転倒防止金具の数量が 40 組にな
ると考えますが、 24 組の対象につ
いてご教示願います。
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番号 質 問 事 項 回 答

６ 設計内訳書 P9 の高圧洗浄費につい 図面 C007 に記載のとおり、再使用する
て、図面に明記が見当たりません。 既設ドレン管は高圧洗浄を行ってくだ

見込まれている作業範囲について、 さい。

ご教示願いします。

７ C005 において、「パッケージエアコ 設 計 書 （ 金 抜 き ） P7、 P12 記 載 の 「 防
ン の 室 内 機 （ 天 井 カ セ ッ ト 形 ・ 天 振金具」は、振れ止めと解釈してくだ

吊形）は防振吊りとする。」 C006 図 さい。

面において「全熱交換ユニット（天 防振吊りについては、図面 C005 及び図
井 カ セ ッ ト 形 ・ 天 井 埋 込 形 ） は 防 面 C006 に記載のとおり実施してくださ
振吊りとする。」と明記されており い。

ま す 。 こ れ は そ れ ぞ れ 、 設 計 内 訳

書 P7、P12 の防振金具が該当し、C007
図面の「空調室内機（全熱交換機）

施 工 参 考 図 」 を 指 す と い う 理 解 で

よろしいでしょうか。この場合、 P7
では「防振金具９組」、P12 では「防
振 金 具 ７ 組 」 と な っ て お り 、 一 部

へ の 設 置 に な る と 推 察 し ま す が 、

設置箇所についてご教示願います。

また、「防振吊り」の考え方が上記

以 外 の 意 図 の 場 合 は 防 振 吊 り 」 の

定 義 及 び 設 計 内 訳 書 で の 数 量 に つ

いて、ご教示願います。

８ E010 図面で「既設自動制御盤 CP-2 中央監視装置は既に撤去されています。

撤 去 」 と あ り ま す が 、 設 計 内 訳 書

で は 盤 面 の 撤 去 の み 計 上 と な っ て

お り ま す 。 中 央 監 視 装 置 が あ る 場

合 中 央 監 視 装 置 側 の ソ フ ト 対 応 は

不 要 と の 理 解 で よ ろ し い で し ょ う

か。ご教示願います。
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番号 質 問 事 項 回 答

９ C002 図 面 「 VI.特 記 仕様 1（ 一般 施設管理者と協議の上、実情に応じて

共通事項） 48 施工条件」の（８） 設計変更の対象とします。

について、「施設管理者と協議の上、

警 察 業 務 に 必 要 な 重 要 機 器 へ の 仮

設電源供給を行う。」とありますが、

こ の 際 の 仮 設 費 用 に つ い て 、 設 計

変 更 対 象 と な る と い う 理 解 で よ ろ

しいでしょうか。ご教示願います。

１０ C002 図 面 「 VI.特 記 仕様 1（ 一般 図面 C002「 VI.特記仕様 1（一般共通事
共通事項） 48 施工条件」の（８） 項） 48 施工条件」の（８）記載のとお
について、「全停電せずに工事施工 りです。

することを見込んでいる。」とあり

ま す が 、 E002 図 面 のキ ュー ビク ル
改 造 時 に は 全 館 停 電 を 伴 う 可 能 性

が あ り ま す 。 こ の 場 合 は 、 電 気 主

任 技 術 者 及 び 施 設 管 理 者 と 協 議 の

上 、 平 日 日 中 作 業 が 可 能 で あ る と

い う 理 解 で よ ろ し い で し ょ う か 。

ご教示願います。

１１ 鳴 門 警 察 署 の 電 気 主 任 技 術 者 は ど 一般財団法人四国電気保安協会です。

ち ら に な り ま す で し ょ う か 。 ご 教

示願います。

１２ 既 存 キ ュ ー ビ ク ル の メ ー カ ー は ど 一光電機株式会社です。

ち ら に な り ま す で し ょ う か 。 ご 教

示願います。

１３ E002 図 面 の 既設 ブ レー カに の種 類 表面露出型です。

（ 表 面 形 、 裏 面 形 等 ） に つ い て 、

ご教示願います。
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番号 質 問 事 項 回 答

１４ アスベスト対応につきまして、 A-02 貴見のとおりです。

図面で「分析」、「みなし」が特記

さ れ て お り ま す が 、 入 札 時 点 で は

「 み な し 」 を ア ス ベ ス ト 除 去 及 び

処 分 対 象 と し 、 工 事 着 手 後 の 「 分

析 」 で 含 有 が 認 め ら れ た 若 し く は

新 た に 「 み な し 」 と 判 断 さ れ る 場

合 は 、 ア ス ベ ス ト 除 去 及 び 処 分 費

用 に つ い て 、 設 計 変 更 対 象 と な る

という理解でよろしいでしょうか。

ご教示願います。


